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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ａ－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見

込まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であ

る 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、配向基を必要とせずに炭素-水素結合の選択的活性化を可能にする新規遷移

金属錯体触媒を探索し、酸化剤との協働機能によって、入手容易な化合物同士を直接結合

させる反応を開発し、これを活用して有用物質の創出に資することを目指している。脱水

素を伴う酸化的クロスカップリングは、有機化学的観点も環境負荷軽減の観点からも有機

合成に一つの理想形を提供するものであり、その達成は極めて難易度が高い。しかし、研

究代表者らは既にロジウム触媒の特異的な優位性などに興味深い知見を得ており、その機

構的背景についても計算化学的手法による解明を進めている。さらに、機能性分子の創製

においてもユニークな π 共役系縮環芳香族化合物が合成されていることから、今後の展

開が期待される。研究期間を通して、研究提案にある「カップリング反応の真の価値」や

C-H 結合の化学の「深化」について明確な答えが示されることを期待したい。  

 


